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し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
開
拓
が
本
格
化

し
た
の
は
明
治
20
年
代
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
は
不
毛
の
荒
野
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
代
、
塩
尻
市
は
地
方
都
市

で
あ
り
な
が
ら
、“
人
口
減
”
の
現
象
が

見
ら
れ
な
い
。
筆
者
が
一
番
驚
い
た
の
は

こ
の
点
だ
。
高
度
経
済
成
長
の
起
点
１
９

６
０
年
の
３
万
８
５
０
０
人
か
ら
、
90
年

５
万
７
３
０
０
人
、
２
０
１
５
年
６
万
７

１
０
０
人
へ
増
加
し
た
（
注
：
最
近
10
年

は
年
率
０
・
１
～
０
・
２
％
弱
の
緩
や
か

な
減
少
）。
人
口
増
加
は
、昭
和
電
工
（
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
）
や
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ

ン
（
プ
リ
ン
タ
ー
等
）
の
工
場
立
地
の
効

果
が
大
き
い
。
し
か
し
、
農
業
発
展
の
貢

献
も
大
き
い
。
レ
タ
ス
な
ど
高
原
野
菜
の

産
地
で
あ
り
、
高
所
得
農
業
が
栄
え
て
い

る
。
さ
ら
に
果
樹
、
ブ
ド
ウ
栽
培
・
ワ
イ

ン
醸
造
も
盛
ん
だ
。
今
後
、
ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与
し
そ

う
だ（
た
だ
し
、
東
京
か
ら
の
観
光
客
は
山

梨
勝
沼
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
制
約
が
あ
ろ
う
）。

桔
梗
ヶ
原
は
、
不
毛
の
荒
野
か
ら
、
繁

栄
の
地
に
変
わ
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
局

面
の
日
本
に
あ
っ
て
、
地
方
都
市
で
あ
り

な
が
ら
大
き
な
人
口
減
が
な
い
の
が
、
そ

の
証
左
で
あ
ろ
う
。

桔
梗
ヶ
原
ワ
イ
ン
の
歴
史

塩
尻
の
ワ
イ
ン
の
歴
史
は
古
い
。
桔

梗
ヶ
原
は
塩
尻
市
北
西
の
扇
状
地
に
あ

塩
尻
は
駅
か
ら
歩
い
て
行
け
る
位
置
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
が
桔
梗
ヶ
原
の
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い

る
。
ブ
ド
ウ
は
水
は
け
の
良
い
土
地
を
好

む
の
で
、山
裾
や
丘
陵
地
帯
の
傾
斜
地（
耕

作
放
棄
予
備
軍
）
に
あ
る
の
が
普
通
だ
。

塩
尻
は
鉄
道
が
走
る
平
坦
地
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ド
ウ
適
地
と
い
う
こ
と

は
、
水
の
な
い
土
地
、
昔
は
「
不
毛
の
地
」

だ
っ
た
こ
と
を
推
論
さ
せ
る
。

実
際
、
明
治
期
に
な
る
ま
で
、
桔
梗
ヶ

原
は
水
に
乏
し
い
土
地
で
、
農
耕
に
適
さ

な
い
場
所
と
し
て
原
野
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
た
。
周
辺
集
落
の
入
会
の
草
刈
場
と
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叶 芳和

近
く
、
長
野
県
は
全
国
一
の
ワ
イ
ン
産
地
に
発
展
し
そ
う
だ
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
新
規
参
入
が
相
次
ぎ
、
早

く
も
、
販
路
の
限
界
か
ら
淘
汰
を
心
配
す
る
く
ら
い
の
急
成
長
だ
。
塩
尻
桔
梗
ヶ
原
の
事
例
で
見
る
と
、

ワ
イ
ン
産
地
の
発
展
史
は
気
候
変
動
と
技
術
進
歩
の
影
響
が
大
き
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
。

地
球
温
暖
化
追
い
風
に
技
術
革
新

桔
梗
ヶ
原
メ
ル
ロ
ー
の
先
駆
者

㈱
林
農
園 

五
一
わ
い
ん
（
長
野
県
塩
尻
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論
　
現
地
ル
ポ
　
第
11
回

農業は

になった！

先進国型産業

31
１

不
毛
の
荒
野
か
ら
繁
栄
の
地
へ

―
―
塩
尻
桔
梗
ヶ
原
の
ワ
イ
ン
地
誌
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第11回
地球温暖化追い風に技術革新　桔梗ヶ原メルローの先駆者31

ン
（
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
等
）
か
ら
本
格

ワ
イ
ン
へ
移
り
変
わ
っ
た
。そ
れ
に
伴
い
、

ブ
ド
ウ
品
種
も
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ

た
コ
ン
コ
ー
ド
か
ら
、
メ
ル
ロ
ー
な
ど
欧

州
系
品
種
の
導
入
へ
と
多
様
化
し
、
今
日

の
発
展
の
基
盤
が
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
。

全
国
一
の
メ
ル
ロ
ー
産
地
に
な
っ
た
の
は
、�

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
大
き
い
（
後
述
）。

ま
た
、
温
暖
化
で
、
長
野
県
は
ほ
と
ん

ど
の
品
種
が
栽
培
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
梨
の
場
合
、
赤
ワ
イ
ン

用
の
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ
は
い
い

色
が
出
な
く
な
っ
て
き
て
困
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
気
候
変
動
が
品
種
構
成
の
変
化
を

促
し
て
い
る
。
ワ
イ
ン
は
気
候
変
動
に
敏

感
な
産
業
だ
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
相
次
ぐ
新
規
参
入

桔
梗
ヶ
原
は
、
全
国
有
数
の
ワ
イ
ン
産

地
で
あ
る
。
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
長
野

県
は
日
本
ワ
イ
ン
生
産
量
で
山
梨
県
に
次

ぐ
も
の
の
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
生
産
で
は
山

梨
県
を
上
回
っ
て
、
全
国
１
位
で
あ
る
。

山
梨
は
原
料
ブ
ド
ウ
を
他
地
域
か
ら
の
移

入
に
依
存
す
る
度
合
い
が
大
き
い
わ
け

で
、
長
野
の
方
が
ワ
イ
ン
生
産
の
基
盤
が

整
っ
て
い
る
。
そ
の
長
野
ワ
イ
ン
の
８
割

は
塩
尻
産
で
あ
る
。

近
年
、注
目
さ
れ
る
の
が
、ワ
イ
ナ
リ
ー

の
新
規
参
入
の
増
加
で
あ
る
。
塩
尻
は
明

り
、
標
高
７
０
０
ｍ
の
台
地
で
あ
る
。
水

に
乏
し
い
土
地
で
、
川
は
一
筋
も
な
く
、

地
下
水
位
は
低
く
、
江
戸
時
代
は
荒
野
で

あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
、
井
戸
を
掘
っ
て

水
を
得
る
こ
と
に
成
功
、
開
墾
が
始
ま
っ

た
。
明
治
20
年
代
に
な
る
と
入
植
者
が
増

加
し
、
開
墾
が
加
速
し
た
。
今
か
ら
約
１

３
０
年
前
の
１
８
９
０
年
（
明
治
23
年
）、

里
山
辺
村
（
現
松
本
市
）
か
ら
入
植
し
た

豊
島
理り

き

じ
喜
治
が
１
ha
の
土
地
に
コ
ン
コ
ー

ド
な
ど
26
品
種
の
ブ
ド
ウ
約
３
０
０
０
本

を
植
え
（
こ
れ
が
当
地
に
お
け
る
ブ
ド
ウ

栽
培
の
始
ま
り
）、
そ
の
７
年
後
、
１
８

９
７
年
（
明
治
30
年
）
に
ワ
イ
ン
醸
造
が

始
ま
っ
た
。

桔
梗
ヶ
原
は
火
山
灰
土
壌
の
や
せ
た
土

地
で
、
小
石
混
じ
り
の
礫
層
の
上
に
火
山

灰
が
堆
積
し
て
い
る
た
め
地
下
水
位
が
低

く
、
水
は
け
が
良
好
だ
。
ま
た
、
昼
夜
の

温
度
差
が
大
き
く
、
糖
度
の
高
い
ブ
ド
ウ

が
で
き
る
。
年
間
を
通
じ
て
雨
量
は
少
な

く
（
特
に
収
穫
期
を
迎
え
る
夏
か
ら
秋
に

雨
が
少
な
い
の
が
特
徴
）、
湿
度
が
低
い
。

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
生
育
に
好
条
件
の
土

地
で
あ
る
。

明
治
30
年
代
に
は
多
く
の
農
家
が
入
植

し
た
。
当
初
は
生
食
用
が
主
流
で
あ
っ
た

が
、
徐
々
に
需
要
が
減
り
、
昭
和
初
期
に

大
き
く
変
化
し
た
。
現
在
、
醸
造
用
ブ
ド

ウ
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

甘
味
果
実
酒
の
た
め
の
原
料
ブ
ド
ウ
を
求

め
た
大
手
醸
造
会
社
の
寿
屋
（
現
サ
ン
ト

リ
ー
、
１
９
３
６
年
進
出
）、
大
黒
葡
萄

酒
（
現
メ
ル
シ
ャ
ン
、１
９
３
８
年
進
出
）

を
塩
尻
に
誘
致
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ

た
。
ブ
ド
ウ
品
種
も
、
甘
味
果
実
酒
の
原

料
と
な
る
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、コ
ン
コ
ー
ド
な
ど

ア
メ
リ
カ
系
の
品
種
が
多
い
の
が
特
徴
だ
。

第
２
次
大
戦
中
は
果
樹
園
の
３
分
の
１

は
雑
穀
畑
に
変
わ
り
、
生
食
用
の
ブ
ド
ウ

は
販
売
が
禁
止
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
は
す
べ
て

酒
石
酸
加
工
に
回
さ
れ
た（
注
：
酒
石
酸
は

ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
る
酸
で
、対
潜
水
艦
用
の

水
中
聴
音
機
の
資
材
と
し
て
使
わ
れ
た
）。

戦
後
、
さ
ら
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ

た
。
１
９
６
４
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
契
機
に
人
々
の
好
み
が
人
工
甘
味
ワ
イ

施設名 醸造開始 創業

1 林農園（五一わいん） 1919（大正8） 1911

2 アルプス 1927（昭和2） 1927

3 井筒ワイン 1933（昭和8） 1933

4 サントリー塩尻ワイナリー 1936（昭和11） 1921

5 塩尻志学館高等学校 1943（昭和18） 1943

6 信濃ワイン 1956（昭和31） 1916

7 JA塩尻市ワイナリー 1985（昭和31） 1956

8 Kidoワイナリー 2004（平成16） 2004

9 VOTANO WINE 2012（平成24） 2010

10 サンサンワイナリー 2015（平成27） 2011

11 いにしぇの里葡萄酒 ※＊ 2017（平成29） 2007

12 シャトー・メルシャン 2018（平成30） 1934

13 ベリービーズワイナリー＊ 2018（平成30） 2014

14 霧訪山シードル ※＊ 2019（平成31） 2014

15 ドメーヌ・コウセイ 2019（令和元） 2019

16 ドメーヌ・スリエ 2019（令和元） 2019

17 丘の上幸西ワイナリー※＊ 2019（令和元） 2019

18 種山・小川ワイナリー＊ 2020以降 未定

表１：日本ワイン生産と原料ブドウ（都道府県別）

ブドウ収穫量（t）  日本ワイン
製成数量（t）醸造用仕向量 うち加工専用品種

北海道 1,434 1,414 2,933

山形県 1,143 629 1,195

山梨県 5,283 233 5,530

長野県 6,481 1,847 4,072

　全国 16,727 5,418 17,663

出所：農水省「特産果樹生産動態等調査」（平成28年度）。
　　　国税庁酒税課「果実酒製造業者実態調査」
　　　（平成29年度調査分）。
注：�日本ワイン製成数量は調査回答率が100%ではないため、県別比較においては誤差
がありうる。

表２：塩尻市ワイナリーリスト（醸造開始順）

出所：塩尻市観光課調べ（2019年10月末現在）。
注：※印は特区による設立、＊印は塩尻ワイン大学卒業生の創業。
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実
際
に
は
「
特
区
」
制
度
を
利
用
し
た
小

規
模
で
の
参
入
が
多
い
か
ら
、
全
体
へ
の

影
響
は
ま
だ
ま
だ
小
さ
い
が
、
過
剰
供
給

を
心
配
す
る
声
も
出
る
く
ら
い
の
新
規
参

入
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
こ
と
だ
。

い
ず
れ
、
今
の
高
価
格
で
は
日
本
ワ
イ

ン
の
需
要
に
限
界
が
出
よ
う
。
均
衡
価
格

は
も
っ
と
低
い
と
思
う
。「
作
れ
ば
売
れ

る
」
段
階
か
ら
、
低
価
格
で
供
給
で
き
る

経
営
へ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は

販
路
開
拓
が
大
切
な
局
面
に
接
近
し
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

注
：�

新
規
参
入
ラ
ッ
シ
ュ
に
は
、
高
等
学
校
で

ワ
イ
ン
造
り
を
教
え
る
地
域
に
根
差
し
た

教
育
や
ワ
イ
ン
大
学
の
開
講
な
ど
、
ワ
イ

ン
人
材
の
供
給
に
地
元
が
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
（
後
述
）。

治
時
代
か
ら
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
造
り
が
始

ま
っ
た
が
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
は
２
０
０
０

年
代
初
め
ま
で
は
７
社
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
２
０
１
０
年
代
に
入
っ
て
新
規
参
入

が
相
次
ぎ
、
い
ま
や
18
社
に
増
え
た
（
表

２
参
照
）。
近
い
う
ち
、
あ
と
数
社
の
参

入
が
見
込
ま
れ
て
い
る（
注
）。こ
の
ほ
か
、

大
手
資
本
の
サ
ン
ト
リ
ー
、
メ
ル
シ
ャ
ン

も
桔
梗
ヶ
原
で
自
社
畑
を
拡
大
し
た
（
メ

ル
シ
ャ
ン
は
醸
造
も
開
始
）。

ま
さ
に
“
成
長
産
業
”
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
相
次
ぐ
新
規
参

入
の
増
加
は
、
早
く
も
懸
念
も
生
じ
さ
せ

て
い
る
。
桔
梗
ヶ
原
で
は
販
路
を
心
配
す

る
人
た
ち
も
出
て
き
て
い
る
。
淘
汰
の
時

代
が
近
づ
い
て
い
る
と
の
見
方
で
あ
る
。

気
候
変
動
が
桔
梗
ヶ
原
を
変
え
た

桔
梗
ヶ
原
ワ
イ
ン
は
、
64
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ

た
。
人
々
の
好
み
が
人
工
甘
味
ワ
イ
ン
か

ら
本
格
ワ
イ
ン
へ
移
り
、
ブ
ド
ウ
品
種
コ

ン
コ
ー
ド
は
行
き
場
を
失
い
、
ブ
ド
ウ
農

家
に
危
機
が
訪
れ
て
い
た
。
こ
の
事
態
を

救
っ
た
の
が
欧
州
系
の
醸
造
専
用
品
種
メ

ル
ロ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
功
労
者
も

林
農
園
で
あ
っ
た
。

１
９
５
２
年
に
遡
る
が
、
林
五
一
・
幹

雄
父
子
は
メ
ル
ロ
ー
と
出
会
っ
た
。
二
人

は
山
形
県
赤
湯
か
ら
メ
ル
ロ
ー
の
穂
木
を

持
ち
帰
り
、植
え
た
。桔
梗
ヶ
原
メ
ル
ロ
ー

の
第
１
号
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
初
は
桔

梗
ヶ
原
の
寒
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
枯
れ
、
実

を
結
ば
な
か
っ
た
。
幹
雄
氏
は
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
凍
害
を
避
け
る
た

め
、「
高
接
ぎ
法
」
を
考
案
し
た
。
病
気

に
も
寒
さ
に
も
強
い
台
木
、
免
疫
性
台
木

を
使
用
し
、
そ
の
台
木
を
棚
下
ま
で
伸
ば

し
、
高
い
位
置
で
接
ぐ
こ
と
で
凍
害
を
緩

和
し
た
。

ひ
と
き
わ
寒
い
冬
で
も
、
高
接
ぎ
し
て

あ
っ
た
メ
ル
ロ
ー
は
被
害
を
免
れ
、
逆
に

寒
さ
に
強
い
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
系
の
ナ
イ

ア
ガ
ラ
、
コ
ン
コ
ー
ド
は
凍
害
被
害
が
大

き
か
っ
た
（
注
）。

一
方
、１
９
６
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、

本
場
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ワ
イ
ン
が
日
本
で
も

飲
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
甘
味
葡
萄
酒
は

売
れ
な
く
な
り
、
ジ
ュ
ー
ス
用
と
甘
味
葡

き
彰
吾
『
ワ
イ
ン
物
語
～
桔
梗
ヶ
原
に
か

け
た
夢
～
』
塩
尻
市
教
育
委
員
会
発
行
２

０
１
７
年
参
照
）。

栽
培
に
と
ど
ま
ら
ず
、イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
、

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
食
品
に
も

挑
戦
し
た
。
収
穫
物
を
加
工
し
て
自
ら
販

売
も
す
る
と
い
う
経
営
形
態
は
、
当
時
の

農
家
と
し
て
は
先
進
的
で
あ
っ
た
。
こ
の

経
営
ス
タ
イ
ル
が
後
の
ワ
イ
ン
醸
造
に
繋

が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
に
は
、
新
潟

県
の
岩
の
原
葡
萄
園
の
創
業
者
・
川
上
善

兵
衛
氏
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ワ
イ
ン

専
用
品
種
の
ブ
ド
ウ
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
本
格
的
な
ワ
イ
ン
製
造
を
始
め
た
。

ワ
イ
ン
醸
造
開
始
か
ら
数
え
て
、
今
年
は

１
０
０
周
年
で
あ
る
。

し
か
し
、翌
20
年
、第
１
号
ワ
イ
ン
「
鷹

の
羽
生
ブ
ド
ウ
酒
」
を
販
売
し
た
が
、
本

格
ワ
イ
ン
の
需
要
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
悪

戦
苦
闘
の
日
々
が
続
い
た
。
そ
の
苦
境
を

救
っ
た
の
が
、
昭
和
初
期
の
“
甘
味
葡
萄

酒
ブ
ー
ム
”
だ
っ
た
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
後
に
寿
屋
（
現
サ

ン
ト
リ
ー
）と
大
黒
葡
萄
酒（
現
メ
ル
シ
ャ

ン
）
が
塩
尻
に
工
場
進
出
し
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
が
、
林
農
園
も
甘
味
葡
萄
酒
の
原

料
用
と
し
て
、
コ
ン
コ
ー
ド
で
造
っ
た
ワ

イ
ン
を
供
給
す
る
こ
と
で
生
き
残
っ
た
。

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃

ま
で
こ
の
状
況
が
続
い
た
。

桔
梗
ヶ
原
は
、
高
級
赤
ワ
イ
ン
の
原
料

と
な
る
ブ
ド
ウ
品
種
「
メ
ル
ロ
ー
」
の
特

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ル

ロ
ー
を
初
め
て
県
内
に
導
入
し
ワ
イ
ン
黎

明
期
に
栽
培
し
て
い
た
の
が
林
農
園
（
創

業
者
・
林
五
一
氏
）
で
あ
る
。
今
日
の
桔

梗
ヶ
原
繁
栄
の
基
盤
を
創
っ
た
先
駆
者
で

あ
る
。
企
業
は
同
業
他
社
の
こ
と
を
必
ず

し
も
良
く
言
わ
な
い
の
で
あ
る
が
、
山
梨

県
勝
沼
で
調
査
し
て
い
る
と
、シ
ャ
ト
ー
・

メ
ル
シ
ャ
ン
の
関
係
者
は
林
農
園
の
こ
と

を
好
意
的
に
話
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
林

農
園
を
取
材
し
た
い
と
の
思
い
が
募
っ
て

い
た
が
、
今
回
実
現
し
た
。

塩
尻
駅
の
西
口
か
ら
徒
歩
20
数
分
、
桔

梗
ヶ
原
の
一
角
に
林
農
園
（
２
代
目
林
幹

雄
社
長
、
１
９
２
９
年
生
）
が
あ
る
。
１

９
１
１
年
（
明
治
44
年
）、
先
代
・
五
一

氏
が
諏
訪
岡
谷
か
ら
当
地
に
入
植
し
、
20

世
紀
梨
（
２
ha
）、
ブ
ド
ウ
（
１
ha
弱
、

コ
ン
コ
ー
ド
他
５
品
種
）、
リ
ン
ゴ
な
ど

果
樹
栽
培
を
手
掛
け
た
こ
と
か
ら
林
農
園

の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
果
樹
を
始
め
た
の

は
水
や
り
が
不
要
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ

う
だ
。
不
毛
の
荒
野
で
あ
っ
た
か
ら
、「
土

づ
く
り
」
に
は
苦
労
し
た
よ
う
だ
（
い
ぶ

2

開
園
１
０
０
年
の
老
舗
ワ
イ
ナ
リ
ー

―
―
林
農
園 

五
一
わ
い
ん
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農業は先進国型産業になった！
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五
一
わ
い
ん
の
経
営
規
模
は
、
ブ
ド
ウ

使
用
量
年
間
８
０
０
ｔ
、
ワ
イ
ン
生
産
80

万
本
で
あ
る
。
大
き
い
。
国
産
ブ
ド
ウ
１

０
０
％
の
日
本
ワ
イ
ン
で
あ
り
、
日
本
ワ

イ
ン
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
大
手
資
本
の

サ
ン
ト
リ
ー
ワ
イ
ン
や
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル

シ
ャ
ン
を
上
回
る
規
模
で
あ
る
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
自
社
畑
に
よ
る
ブ
ド
ウ

供
給
だ
け
で
は
足
り
ず
、
購
入
ブ
ド
ウ
に

依
存
す
る
の
が
普
通
だ
。
ワ
イ
ン
年
産
80

万
本
の
五
一
わ
い
ん
の
場
合
も
、
原
料
の

大
半
は
購
入
ブ
ド
ウ
で
あ
る
。
一
方
、
農

家
の
高
齢
化
、
農
業
離
れ
は
、
桔
梗
ヶ
原

も
例
外
で
は
な
い
。
原
料
対
策
が
一
番
の

の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幹
雄

氏
は
受
賞
を
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ

と
い
う
。

そ
の
後
の
温
暖
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、

メ
ル
ロ
ー
は
桔
梗
ヶ
原
を
支
え
る
主
力
品

種
に
な
っ
た
。気
候
変
動
と
技
術
革
新（
高

接
ぎ
法
等
）
が
桔
梗
ヶ
原
を
変
え
た
と
言

え
よ
う
。

注
：�

高
接
ぎ
法
の
効
果
は
大
き
か
っ
た
。
１
９

８
４
年
、
大
寒
波
が
襲
い
、
マ
イ
ナ
ス
10

℃
以
下
の
日
が
冬
に
40
日
も
あ
っ
た
。
寒

さ
に
強
い
と
言
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
系
の
コ

ン
コ
ー
ド
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ま
で
凍
害
を
う

け
、
春
に
な
っ
て
も
芽
が
出
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
、
高
接
ぎ
し
て
あ
っ

た
幹
雄
氏
の
メ
ル
ロ
ー
は
被
害
を
免
れ
、

生
き
残
っ
た
。

　
　

�　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
凍
害
に
強
い
栽

培
方
法
と
し
て
「
高
接
ぎ
法
」
が
普
及
し
、

メ
ル
ロ
ー
が
桔
梗
ヶ
原
に
根
を
張
っ
て
い

っ
た
。
翌
85
年
か
ら
温
暖
化
が
始
ま
り
（
マ

イ
ナ
ス
10
℃
以
下
の
日
が
30
日
は
あ
る
の

が
普
通
だ
っ
た
の
に
、
５
、
６
日
に
減
っ

た
）、
こ
の
温
暖
化
が
追
い
風
と
な
り
、
メ

ル
ロ
ー
は
桔
梗
ヶ
原
を
代
表
す
る
品
種
に

育
っ
て
い
っ
た
。

萄
酒
の
原
料
ワ
イ
ン
用
に
需
要
が
あ
っ
た

コ
ン
コ
ー
ド
は
大
打
撃
を
受
け
た
。

農
家
の
窮
状
を
救
え
な
い
か
と
、
山
梨

県
勝
沼
の
大
黒
葡
萄
酒
の
「
ウ
ス
ケ
」
さ

ん（
浅
井
省
吾
課
長
）が
来
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
で
き
る
よ
う
な
ワ
イ
ン
が
日
本
で
で

き
る
な
ら
、
そ
れ
に
変
え
る
。
そ
ん
な
品

種
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」。
幹
雄
氏「
あ

り
ま
す
よ
、
う
ち
の
畑
に
あ
る
メ
ル
ロ
ー

で
す
」。

76
年
、
浅
井
課
長
は
思
い
切
っ
て
６
０

０
０
本
の
メ
ル
ロ
ー
を
栽
培
す
る
こ
と
を

決
断
し
、
生
産
農
家
に
栽
培
転
換
を
依
頼

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
一
気
に
転
換

し
た
こ
と
に
幹
雄
氏
は
「
こ
れ
で
失
敗
す

る
と
困
っ
た
な
」
と
重
責
を
感
じ
た
が
、

そ
れ
は
杞
憂
で
あ
っ
た
。

10
数
年
後
の
89
年
、「
シ
ャ
ト
ー
メ
ル

シ
ャ
ン
信
州
桔
梗
ヶ
原
メ
ル
ロ
ー
１
９
８

５
」
は
、
リ
ュ
ブ
リ
ア
ー
ナ
国
際
ワ
イ
ン

コ
ン
ク
ー
ル
で
大
金
賞
を
受
賞
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
桔
梗
ヶ
原
メ
ル
ロ
ー
は
広
く
そ

3

原
料
ブ
ド
ウ
対
策
と
技
術
革
新

―
―
五
一
わ
い
ん
の
経
営
概
要

経
営
課
題
で
あ
る
（
注
：
サ
ン
ト
リ
ー
等

大
手
資
本
は
自
社
園
を
拡
大
し
て
い
る

が
、
個
人
農
家
は
減
少
傾
向
）。
実
際
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
新
規
参
入
の
増
加
、
一
方
で

ブ
ド
ウ
栽
培
農
家
の
減
少
か
ら
、
ワ
イ
ン

醸
造
用
ブ
ド
ウ
は
不
足
気
味
で
あ
り
、
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
。

林
幹
雄
社
長
は
戦
略
を
考
え
て
い
る
。

「
小
規
模
で
は
、
加

工
用
ブ
ド
ウ
を
作
っ

て
も
所
得
が
低
く
、

生
産
者
は
減
っ
て
い

く
。
会
社
の
土
地
を

３
ha
く
ら
い
に
ま
と

め
て
１
軒
の
農
家
に

任
せ
た
い
。
こ
の
方

が
農
家
も
所
得
が
増

え
る
。
垣
根
栽
培
で

は
１
ha
３
０
０
万
円

に
な
る
。
３
ha
あ
れ

ば
１
０
０
０
万
円
に

な
る
。
農
業
離
れ
を

抑
制
で
き
る
」。「
20​

ha
く
ら
い
ま
で
は
会

社
で
や
る
。
そ
れ
以

上
は
請
負
で
や
ら
せ

る
」。地

域
で
は
農
家
の

離
農
が
続
い
て
い
る

が
、
林
農
園
が
そ
の

土
地
を
取
得
し
、
３

ha
に
ま
と
め
て
請
負

生
産
に
持
っ
て
い
け
れ
ば
、
農
地
の
耕
作

放
棄
地
が
減
り
、
同
時
に
原
料
ブ
ド
ウ
確

保
対
策
に
な
る
。い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
と
思
う
。

問
題
は
農
地
が
小
規
模
分
散
で
あ
る
こ

と
だ
。
借
地
の
交
換
分
合
な
ど
、
農
地
の

集
約
に
行
政
の
協
力
が
望
ま
れ
る
。な
お
、

塩
尻
市
農
政
課
の
話
に
よ
る
と
、
産
地
保

全
支
援
員
（
嘱
託
職
員
、
元
農
政
部
長
）

林農園 五一わいん
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が
新
規
就
農
者
の
支
援
、
農
地
斡
旋
を
行

な
い
、
団
地
化
志
向
も
あ
る
よ
う
だ
。

ス
マ
ー
ト
栽
培

林
農
園
は
、
戦
前
は
地
主
で
あ
っ
た

（
30​

ha
）。
戦
後
の
農
地
改
革
で
所
有
は
７

ha
に
減
っ
た
。
現
在
、
自
社
畑
は
所
有
地

14​

ha
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
２
０
０
ｔ
未
満

し
か
供
給
で
き
ず
、
大
半
は
契
約
栽
培
農

家
か
ら
の
購
入
ブ
ド
ウ
で
あ
る
。
自
社
畑

で
は
メ
ル
ロ
ー
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ

ニ
ヨ
ン
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
等
の
赤
ワ
イ

ン
専
用
種
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
、
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
等
の
白
ワ
イ
ン
専
用
種
、

合
わ
せ
て
15
種
類
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て

い
る
。

現
在
、
約
１
０
０
人
の
生
産
者
と
契
約

栽
培
し
て
い
る
。こ
の
地
域
の
農
家
は
昔
、

林
農
園
の
小
作
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ

こ
と
契
約
栽
培
し
て
い
る
。
遠
く
は
山
梨

県
甲
府
市
の
七
沢
地
区
の
人
た
ち
と
も
契

約
栽
培
し
て
い
る
。

し
か
し
、
農
家
高
齢
化
、
生
産
者
の
減

少
に
対
し
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
技
術
革
新

で
対
応
し
て
い
る
。
林
幹
雄
社
長
は
ブ
ド

ウ
栽
培
方
法
の
効
率
的
技
術
（
省
力
化
技

術
）
を
開
発
し
た
。

15
年
前
、世
界
的
な
ブ
ド
ウ
栽
培
家
Ｒ
・

ス
マ
ー
ト
氏
が
日
本
に
来
て
「
ス
マ
ー
ト

式
棚た
な

栽
培
」（
ス
マ
ー
ト
・
マ
イ
ヨ
ル
ガ
ー

シ
ス
テ
ム
）
を
紹
介
し
た
。
ブ
ド
ウ
栽
培

を
省
力
化
す
る
技
術
で
あ
る
。
幹
雄
氏
は

そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
改
良
ス
マ
ー
ト

方
式
「
ハ
ヤ
シ
・
ス
マ
ー
ト
方
式
」
を
開

発
し
た
。

通
常
、
日
本
国
内
に
お
け
る
棚
づ
く
り

で
は
枝
を
幹
か
ら
四
方
に
伸
ば
す
が
、
こ

の
方
式
で
は
、
発
芽
し
た
新
芽
を
す
べ
て

一
方
向
（
北
向
き
）
に
伸
ば
す
方
法
で
、

こ
の
結
果
、
作
業
が
簡
略
化
さ
れ
、
通
常

の
棚
栽
培
に
比
べ
40
％
省
力
化
で
き
る
。

さ
ら
に
、葉
に
効
率
よ
く
日
光
が
当
た
り
、

完
熟
し
た
ブ
ド
ウ
を
収
穫
で
き
る
。

栽
培
技
術
は
棚
方
式
と
垣
根
方
式
に
大

別
さ
れ
る
。
棚
栽
培
は
収
量
が
多
い
が
品

質
は
垣
根
に
劣
る
。
農
家
は
省
力
化
よ
り

収
量
選
好
で
あ
り
、
垣
根
式
を
嫌
が
る
。

ハ
ヤ
シ
・
ス
マ
ー
ト
方
式
は
棚
栽
培
で
あ

り
な
が
ら
、
収
量
を
大
き
く
は
落
と
さ
ず

（
棚
栽
培
は
通
常
２
ｔ
、
ス
マ
ー
ト
式
は

１
・
７
ｔ
）、
大
幅
に
省
力
化
す
る
。
品

質
も
、
垣
根
に
近
い
ブ
ド
ウ
を
作
る
。
収

量
よ
り
省
力
化
を
選
好
す
る
技
術
だ
。
い

ま
、
林
農
園
は
す
べ
て
ス
マ
ー
ト
栽
培
で

あ
り
、
契
約
栽
培
農
家
に
も
ス
マ
ー
ト
方

式
を
指
導
し
て
い
る
。
樹
は
植
え
替
え
な

く
て
も
で
き
る
。

醸
造
工
程
も
、
発
酵
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
発

酵
設
備
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
入
っ
て
い

て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
上
の
進
歩
は
大
き
い

よ
う
だ
。
ポ
イ
ン
ト
は
い
か
に
酸
化
せ
ず

に
醸
造
す
る
か
だ
。
最
近
の
進
歩
（
ホ
ン

ト
？
）
は
、
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
の
利
用
だ
。

ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
は
酸
化
を
防
止
す
る
の
に

効
果
的
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
使
用
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
年
９
月
か

ら
、
Ｅ
Ｕ
と
の
貿
易
交
渉
を
う
け
て
、
日

本
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
世
界
で
は
当
た
り
前
に
使
わ
れ
て
い

た
オ
ー
ク
チ
ッ
プ
も
（
樽
を
使
わ
な
く
て

も
、
樽
を
使
っ
た
よ
う
な
効
果
が
出
る
）、

今
年
４
月
か
ら
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。

添
加
物
の
規
制
緩
和
だ
。
世
界
中
で
一

般
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
相
互
に
認

め
よ
う
と
い
う
動
き
だ
。
業
界
に
と
っ
て

は
競
争
上
の
不
利
を
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
規
制
撤
廃
は
い
い
こ
と
だ
が
、
消
費
者

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
ど
う
か
、
問
題
が
残

る
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
林
農
園
の
ブ
ド
ウ
品
種
は
、
欧

州
系
の
専
用
品
種
が
６
割
を
占
め
る
。
コ

ン
コ
ー
ド
（
赤
）、ナ
イ
ア
ガ
ラ
（
白
）
も
、

歴
史
的
品
種
と
し
て
残
し
て
い
く
方
針
の

よ
う
だ
。
昔
の
小
作
関
係
の
残
存
も
影
響

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
伝
統
品

種
は
価
格
１
０
０
０
～
１
５
０
０
円
以
下

の
ワ
イ
ン
を
醸
す
原
料
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
桔
梗
ヶ
原
地
区
で
は
こ
の
両
品
種

が
70
％
を
占
め
て
い
る
（
注
：
塩
尻
市
の

ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
は
２
８
３
２
ｔ
、
う
ち

コ
ン
コ
ー
ド
１
２
９
０
ｔ
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ

６
６
２
ｔ
で
あ
る
。
２
０
１
８
年
）。

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
と
の
競
争

長
野
県
は「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構
想
」

（
２
０
１
３
年
策
定
）
と
し
て
、
千
曲
川

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
小
諸
市
、
上
田
市
、
長

野
市
な
ど
）、
日
本
ア
ル
プ
ス
ワ
イ
ン
バ

レ
ー
（
安
曇
野
市
、
松
本
市
）、
桔
梗
ヶ

原
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
塩
尻
市
）、
天
竜
川

ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
伊
那
市
な
ど
）
の
４
地

域
で
、
地
場
産
業
と
し
て
ワ
イ
ン
を
育
て

よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
千
曲
川
と

桔
梗
ヶ
原
が
主
力
だ
。

千
曲
川
バ
レ
ー
と
桔
梗
ヶ
原
を
比
較
す

る
と
、
赤
ワ
イ
ン
は
桔
梗
ヶ
原
、
白
ワ
イ

ン
は
千
曲
川
で
あ
る
（
標
高
は
低
く
５
０

０
～
６
０
０
ｍ
）。
桔
梗
ヶ
原
は
昔
か
ら

の
産
地
で
あ
る
た
め
、
コ
ン
コ
ー
ド
や
ナ

イ
ア
ガ
ラ
等
の
ア
メ
リ
カ
系
の
品
種
が
主

流
で
あ
る
。
ま
た
、
栽
培
方
式
は
棚
栽
培

が
主
流
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
千
曲
川
は
欧
州
系
の
醸

造
専
用
品
種
が
多
く
、
垣
根
仕
立
て
が
主

流
だ
。
桑
畑
な
ど
遊
休
地
が
多
く
、
将
来

大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
比
較
で
言

え
ば
、桔
梗
ヶ
原
は
少
し
旧
式
を
感
じ
る
。

水
は
け
も
桔
梗
ヶ
原
よ
り
千
曲
川
の
方
が

良
い
。

ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
、
千
曲
川
バ

レ
ー
が
有
利
だ
。
桔
梗
ヶ
原
は
東
京
か
ら

来
る
途
中
に
山
梨
勝
沼
が
あ
り
、
そ
こ
で

ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
千
曲

川
は
北
陸
新
幹
線
で
東
京
か
ら
１
時
間
半

で
あ
り
、こ
こ
よ
り
条
件
が
良
い（
桔
梗
ヶ

原
へ
は
在
来
線
特
急
で
新
宿
～
塩
尻
２
時

間
半
）。
た
だ
し
、
ま
だ
ワ
イ
ナ
リ
ー
が

少
な
い
が
、
今
後
新
規
参
入
が
増
え
る
方
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向
に
あ
る
の
で
、
勝
沼
ほ
ど
で
は
な
い
に

し
て
も
、ワ
イ
ナ
リ
ー
が
集
中
し
て
い
く
。

千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
は
競
争
優
位
に
あ

る
と
言
え
そ
う
だ
。

五
一
わ
い
ん
の
菊
池
敬
専
務
は
、
経
営

の
課
題
と
し
て
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
ワ
イ

ン
市
場
は
ど
う
成
長
し
て
い
く
か
」
を
問

題
に
し
た
。

日
本
の
ワ
イ
ン
市
場
の
７
割
は
輸
入
ワ

イ
ン
で
あ
り
、
純
国
産
ワ
イ
ン
は
５
～

６
％
に
過
ぎ
な
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

は
日
本
ワ
イ
ン
も
伸
び
る
が
、
そ
の
あ
と

は
伸
び
悩
む
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
ワ
イ
ナ
リ
ー
的
新
規
参
入
が
多

い
の
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
間
の
競
争
が
激
し

く
な
る
。

菊
池
専
務
「
市
場
規
模
は
膨
ら
ん
で
い

る
だ
ろ
う
か
。
酒
類
間
の
奪
い
合
い
が
あ

る
。
ワ
イ
ン
は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

ラ
イ
バ
ル
は
増
加
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー

の
棚
で
は
、『
日
本
ワ
イ
ン
』
の
顔
し
て
、

輸
入
物
や
国
産
も
の
が
並
ん
で
い
る
。
価

格
競
争
は
無
理
で
、
品
質
競
争
だ
。
和
食

に
合
う
ワ
イ
ン
が
造
れ
る
か
、
日
本
人
の

味
覚
に
合
う
も
の
を
造
れ
る
か
が
日
本
ワ

イ
ン
の
勝
負
ど
こ
ろ
だ
」。

桔
梗
ヶ
原
は
、
内
に
あ
っ
て
は
千
曲
川

バ
レ
ー
あ
る
い
は
勝
沼
、
外
か
ら
は
輸
入

ワ
イ
ン
の
増
加
、
競
争
環
境
は
厳
し
く
な

り
そ
う
だ
。
林
農
園
は
明
治
以
来
、
次
々

と
新
技
術
を
開
発
し
て
地
域
に
貢
献
し
、

自
ら
も
経
営
発
展
し
て
き
た
が
、
次
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ワ
イ
ン
は
人
（
特
に
女
性
）
を
呼
ぶ
。

塩
尻
市
の
行
政
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
人
を

呼
ぶ
潜
在
力
を
生
か
し
、
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
競
争
に
勝
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま

れ
る
。

塩
尻
は
ワ
イ
ン
人
材
の
供
給
に
も
、
面

白
い
取
り
組
み
が
あ
る
。
長
野
県
塩
尻
志

学
館
高
等
学
校
に
は
、
高
等
学
校
と
し
て

は
珍
し
く
ワ
イ
ナ
リ
ー
免
許
を
取
得
し

（
78
年
前
）、
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
て
い
る
。

20
年
前
ま
で
は
「
コ
ー
ス
制
」（
２
年

20
名
、
３
年
20
名
、
計
40
名
）
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
総
合
学
科
の
生
徒
が
“
選
択

科
目
”
と
し
て
週
２
回
、
ワ
イ
ン
関
連
の

授
業
を
選
択
し
て
い
る
（
２
時
間
授
業
、

１
週
４
時
間
）。
ワ
イ
ン
受
講
生
は
50
人
。

科
目
は
２
年
で
「
ワ
イ
ン
製
造
α
」（
４

単
位
）、
３
年
で
「
ワ
イ
ン
製
造
β
」（
４

単
位
）、
両
学
年
で
「
ワ
イ
ン
学
」（
２
単

位
）。こ

の
ほ
か
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
研
修
、
県
工

業
試
験
場
（
食
品
部
門
）、
山
梨
大
学
ワ

イ
ン
科
学
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ド
ウ
栽
培
農
家

に
、
１
週
間
単
位
で
研
修
に
行
く
。
塩
尻

市
の
補
助
を
受
け
「
海
外
ワ
イ
ン
研
修
」

4

ワ
イ
ン
人
材
供
給
、
地
元
の
取
り
組
み

―
―
塩
尻
志
学
館
高
校
ワ
イ
ン
科
／
塩
尻
ワ
イ
ン
大
学

も
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
農
場
（
30
ａ
）
で
、
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
、
ワ
イ
ン
を
醸
造
し
て
い

る（
試
験
醸
造
免
許
、１
９
４
３
年
取
得
）。

ブ
ド
ウ
の
10
ａ
当
た
り
単
収
は
１
・
５
ｔ

で
、
ブ
ド
ウ
収
穫
量
は
４
～
５
ｔ
（
目
標

６
ｔ
）、
ワ
イ
ン
４
０
０
０
本
を
造
っ
て

い
る
。
文
化
祭
の
時
、
原
価
１
０
０
０
円

（
７
２
０
㎖
）
で
販
売
し
、
収
入
は
県
に

納
入
し
て
い
る
。

同
高
校
は
１
学
年
２
４
０
人
で
あ
る

が
、
卒
業
後
の
進
路
は
進
学
２
１
０
人
、

就
職
30
人
（
ワ
イ
ン
科
が
多
い
）
で
、
ワ

イ
ン
科
の
卒
業
生
の
中
に
は
、
毎
年
数

名
、
地
元
大
手
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
就
職
し
て

い
る
。
今
年
は
シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
、

ア
ル
プ
ス
、
井
筒
ワ
イ
ン
に
計
３
人
就
職

し
た
。
地
域
に
根
差
し
た
教
育
が
行
な
わ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

も
う
一
つ
、
も
っ
と
効
果
的
に
ワ
イ
ン

人
材
を
育
成
し
て
い
る
の
は
「
塩
尻
ワ
イ

ン
大
学
」
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
か
ら
、
塩
尻
市
は
ワ
イ
ン

産
地
の
活
性
化
の
た
め
、
３
年
制
の
「
ワ

イ
ン
大
学
」
を
開
設
し
て
い
る
（
事
務
局

農
政
課
内
）。
対
象
は
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の

栽
培
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
設
立
を
目
指
す
人

で
あ
る
。
１
期
生
25
名
は
卒
業
し
（
こ
の

時
は
４
年
制
）、
現
在
第
２
期
生
18
～
20

年
（
３
か
年
、21
名
）
を
開
講
中
で
あ
る
。

土
・
日
曜
連
続
の
講
義
を
月
１
回
、
年
11

回
、
３
年
間
。

講
義
内
容
は
、
１
年
目
は
栽
培
技
術
、

２
年
目
は
醸
造
技
術
を
学
ぶ
が
、
講
師
は

県
果
樹
試
験
場
長
、ワ
イ
ナ
リ
ー
技
術
者
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
専
門
家
が

講
義
す
る
。
３
年
目
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
起
業

に
向
け
て
経
営
手
法
を
学
ぶ
。
金
融
公
庫

や
税
務
署
を
講
師
に
迎
え
て
講
義
す
る
。

受
講
生
は
、
市
内
８
名
、
市
外
７
名
、
県

外
10
名
（
第
１
期
生
）。

卒
業
生
の
中
に
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
開

設
す
る
も
の
が
い
る
。
１
期
生
（
25
名
）

は
５
名
が
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
立
ち
上
げ
（
２

人
は
共
同
）、
１
名
は
会
社
に
入
っ
て
醸

造
責
任
者
に
な
っ
て
い
る
。
計
６
名
が
ワ

イ
ナ
リ
ー
関
係
に
進
ん
で
い
る
。

表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
塩
尻
市
で
は

新
規
参
入
が
相
次
い
で
い
る
が
、
最
近
は

そ
の
多
く
は
ワ
イ
ン
大
学
の
卒
業
生
で
あ

る
。
彼
ら
は
遊
休
地
を
ブ
ド
ウ
畑
に
変
え

て
い
る
。

塩
尻
桔
梗
ヶ
原
は
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
（
風

土
）
だ
け
で
は
な
く
、
人
材
供
給
面
で
も

ワ
イ
ン
産
業
発
展
の
基
盤
を
築
い
て
い

る
。
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本
稿
は「
ワ
イ
ン
地
誌
」と
題
し
た（
第

１
節
）。
地
誌
学
は
“
総
合
科
学
”
と

言
わ
れ
る
。塩
尻
桔
梗
ヶ
原
の
発
展
は
、

気
候
変
動
、
社
会
変
動
、
技
術
進
歩
、

制
度
変
更
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
本
稿
で
は
、
筆
者
な
り

に
地
誌
学
の
方
法
論
を
意
識
し
た
。


